
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 5 月 29 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要: 19 世紀イギリスの代表的な小説家、ジョージ・エリオット (1819-80) とジ

ャーナリストでもあり作家でもあったハリエット・マーティノウ (1802-76) の「帝国意識」を

探ることで、当時の文学とジャーナリズム、政治の関係を明らかにした。 
 二人ともイギリス人の卓越性を信じ、それがイギリスの帝国支配を正当化する根拠となって

いる。しかし、民族支配の問題は階級およびジェンダーの問題と本質的に同じであることを洞

察し、他者に対する寛容性を最も重視することで、独善的な帝国主義イデオロギーに染まるの

を回避していたことが明らかになった。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 500,000 150,000 650,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,100,000 330,000 1,430,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 
キーワード：帝国主義、帝国意識、ハリエット・マーティノウ、ジョージ・エリオット 
 
１． 研究開始当初の背景 
(1) 近年は帝国史研究において、「帝国」が本
国にいかなる影響を与えたかを文化史、社会
史、科学史等の観点から検討する重要性が認
識されている。 
 
(2) ジョージ・エリオット研究において、彼
女の最後の二作品を分析するには、そこに表
れた「帝国意識」を明らかにすることが重要
であることがわかった。そして、彼女が 19
世紀イギリスのネットワーク（帝国主義、エ

スニシティ、ジェンダー）の中でどのような
位置を占めるのかを考察するため、ハリエッ
ト・マーティノウの帝国に関する著作の研究
を始めた。ジャーナリスト、フェミニスト、
旅行作家、小説家でもあったマーティノウは、
19 世紀の帝国をめぐる言説の意味を考察す
る上で欠かせない作家である。彼女が 1857
年、インド大反乱直後に出版した 『インド
におけるイギリスの支配：歴史的点描』（以
下『イギリスの支配』と略記）にみられる帝
国意識を分析した。これによって、マーティ
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ノウとエリオットの帝国意識、および執筆方
法における共通性を見出すことができ、この
両作家を中心に、19 世紀イギリスにおける帝
国意識を研究する意義が明らかになった。 
  
 
 
２． 研究の目的 
(1) 19世紀イギリスを代表するジャーナリス

トの一人、マーティノウと同時代の代表的な

作家、エリオットを中心として、当時の「帝

国意識」を分析し、19世紀イギリスの帝国を

めぐる言説における文学、ジャーナリズムお

よび政治の関係を明らかにする。 
 

(2) この二人の作家が抱く「帝国意識」と、

実際に帝国の植民地に住んだ女性たち、およ

び帝国を旅した女性たちの「帝国意識」との

類似点、相違点を明らかにする。 
 
(3) 帝国の問題とエスニシティ、ジェンダー
の問題との関連性を考察する 
 
 
 
３． 研究の方法 
(1) エリオットとマーティノウの帝国意識を
比較し、文学とジャーナリズム、政治の関係
を考察する。 
 
(2) デボラ・ローガン編『ハリエット・マー
ティノウのイギリス帝国に関する著作』（5
巻）に所収されている著作、および『自伝』
から、マーティノウの「帝国意識」とそこに
隠された葛藤を探る。その際、階級意識やジ
ェンダー観との関連性も考慮に入れる。 
 
(3) 英国図書館において、マーティノウが長

期にわたって『デイリー・ニューズ』に執筆

した論説を収集し、分析する。 
 

(4) イギリス帝国植民地女性書簡集、および

イギリス女性の初期旅行記に「帝国意識」が

どのように現れているかを検討する。 
 

 
 
４．研究成果 
(1) 主たる成果 
①ジョージ・エリオットの「帝国意識」を、
マーティノウからジョン・スチュアート・ミ
ル、エリオットという系譜において明らかに
した。 
 「帝国意識」とは「他民族に対する帝国主
義支配を支え正当化する意識＝心情」であり、
「自国に従属している民族への人種的差別

感に基づく侮蔑感と自民族についての優越
感によって支えられていた。」（木畑洋一「イ
ギリス帝国主義と帝国意識」北川勝彦、平田
雅博編『帝国意識の解剖学』（世界思想社、
1999）25 頁） 
 マーティノウの『インドにおけるイギリス
の支配』(1857) と『未来のインド政府への提
言』(1858)、ミルの『女性の隷従』(1869)、
『代議制統治論』(1861) は、彼らが民族、階
級、男女間の支配構造を洞察しながらもイギ
リス帝国の支配を肯定した論理を示してお
り、白人の卓越性に対する自信がいかに強か
ったかを物語る。従属国とその国民を進化さ
せるという、西洋の進歩主義に基づく道徳的
な大義名分に支えられ、二人の作家の帝国意
識はいっそう強固なものになっている。彼ら
の主張する優越性の追求は道徳的優越性の
追求も意味しているので、簡単に否定するこ
とは難しい。 
 イギリスにおいては 1850年代から 60年代
にかけて中流階級の人々が白人の優位性を
強く主張するようになり、以後のイギリスの
領土拡大への布石となった。また、1865 年
のジャマイカ事件を契機に、黒人は全て同等
に劣っているとみなす傾向が生まれ、その偏
見が全世界に多大な影響を及ぼした。こうし
た時代を経験した後、エリオットは 1870 年
代後半に帝国主義を批判する作品を著した
のである。 
 『ダニエル・デロンダ』(1876) において、
エリオットは小説の登場人物をジャマイカ
事件とインド統治に関わった歴史上の重要
人物と比較することで、個人の関係に国家
（民族）間の関係を重ね合わせ、帝国主義に
対する批判を行っている。また、『テオフラ
ストス・サッチの印象』（1879）の語り手、
テオフラストスに関して注目すべきは、第一
に、帝国意識および他民族に対する偏見を批
判していること、第二に、偏見がいかに形成
され、支配の構造が強化されるかを示してい
ること、第三に、異なる民族の共生を提唱し
ていることである。 
 三人の作家はいずれもイギリス人の卓越
性を信じ、支配関係のありようを洞察してい
るが、従属国民に対する見解や帝国主義に対
する態度には違いが見られる。また、作家の
関心が帝国の支配を正当化することから、従
属国の存在、あるいは移民の増加や民族の融
合が支配国イギリスに与える脅威へと移行
している点に、帝国が抱える問題の深刻化を
うかがうことができる。エリオットは帝国の
過酷な現実を理解し、支配国の精神的退廃を
危惧するゆえに、歴史を冷静に分析し、同時
代の作家の洞察からも学びつつ、いかに生き
るべきかを示したのである。エリオット自身、
帝国主義イデオロギーから完全に逃れるこ
とはできなかったが、彼女が示した民族共生



 

 

の道は、厳しい自己批判と他者に対する寛容
の精神によって、偏狭で浅薄なナショナリズ
ムに陥る危険性を回避しようとするもので
あったと言えるだろう。 
（詳細は拙論「ジョージ・エリオットと帝国
意識――『ダニエル・デロンダ』と『テオフ
ラストス・サッチの印象』の文化的意義」を
参照されたい。） 
 
② マーティノウの生き方とその著作がまさ
に 19 世紀イギリスのジャーナリズム、政治
と文学の関係を体現していることが明らか
になった。 
 エリオットが政治的な活動や発言をでき
るだけ避けようとしたのに対して、マーティ
ノウは政治家とも直接関わり、インド、アイ
ルランド、中国におけるイギリスの支配につ
いて積極的に発言した。 
 
 最初の作『経済学例解』(1832-34) は、ア
ダム・スミスやベンサム、マルサス、ジェイ
ムズ・ミルらによる経済学の理論を一般大衆
にわかりやすく教示することが目的だった。
経済学は、社会のすべての階級の人々を経済
的独裁とそれに伴う社会的不平等から解放
することを約束するものだとマーティノウ
は信じていたからである。扱われたテーマは、
ラダイト運動や救貧法、救貧院、労働者階級
のアルコール中毒といった国内問題から、帝
国主義、植民地化政策、民族問題、奴隷制度
などの国際問題まで広範囲にわたる。また、
物語の舞台もヨーロッパだけでなく、東イン
ド、西インド諸島、シベリアやアフリカにま
でおよび、世界的視野から様々な問題が論じ
られている。  
 『経済学例解』は 25 の物語から成るシリ
ーズで、その第１号が「未開地の生活」(1832) 
である。この物語は、南アフリカで原住民の
ブッシュマンの襲撃によって家を焼かれ、家
畜も奪われてしまったイギリス人入植者た
ちが生き残りをかけて食料を確保し、住処を
築いてゆくさまを、そして彼らがいかに絆を
深めてゆくかを描いている。この作品はアダ
ム・スミスの『富国論』の第１編で論じられ
ている分業の重要性を強調し、経済学の有用
性と応用性を大衆に理解させるというマー
ティノウの目的に沿うものに仕上がってい
る。 
だが、提示される理論があまりに明快であ

るために、「すでに受容されたテキストを繰
り返している」、「物語を理論に付随的なもの
としている」といった批判を招いている。し
かしながら、先学と共有する理論に付随させ
たかに見える物語が、イギリス帝国主義をめ
ぐる言説としてマーティノウの鋭い洞察を
示しているのである。 
まず、物語の舞台を南アフリカに設定する

ことで、当時ほとんど一般に知られていなか
った土地に人々の注目を集め、そこに入植し
た人々の生活を通してイギリスの帝国主義
が引き起こした問題を提示した意義は大き
い。 

1860 年代末に南アフリカの巨大な鉱物資
源の存在が知られるまで、南アフリカはイギ
リス経済にとって重要な存在ではないとさ
れ、イギリスからの移民の数も他国への移民
に比べると少なかった。この地にあてられた
イギリスの海外投資はわずかで、イギリス政
府は植民地に最小限の行政機構を提供した
だけで、出費を抑える方針をとった。だが、
1820 年にイギリス政府はケープ植民地を政
治的に利用する決定を下したのである。イギ
リスの失業と社会不安に対応するため、イギ
リス諸島から同地域に入植民を運ぶととも
に、彼らが 100 エーカーの用地で農民として
自立できるよう 5万ポンドの予算をあてるこ
とを国会で決議した。それによって 8 万人の
応募者の中から選ばれた 4000 人もの男女と
子どもが、自費で移住する 1000 人とともに
入植した。彼らとその後の移民によって、植
民地社会はいっそう複雑になっていったの
である。 
このように南アフリカはイギリス人の移

住先として政治的に利用されながら、イギリ
ス政府から軽んじられ、本国のイギリス人に
南アフリカの情報が与えられることもほと
んどなかった。マーティノウ自身、1852 年
から 1866 年まで月に平均 5－10 本の論説を
書いた『デイリー・ニューズ』では南アフリ
カを取り上げていない。また、19 世紀イギリ
スの主要雑誌の一つである『ウェストミンス
ター・レヴュー』は、1869 年にようやくア
フリカに関する論考を掲載しているが、その
論考もイギリス人はアフリカについてほと
んど知らないと述べている。1832 年の時点
で南アフリカに関心を向けた「未開地の生
活」は、 
イギリスの帝国主義政策の非人道的な側面
を批判するとともに、分業という観点から帝
国の経済の現状を明らかにしてイギリス人
の無知を批判している。 
（詳細は拙論「ハリエット・マーティノウと
南アフリカ――「未開地の生活」論考」を参
照されたい。） 
 
 『東方の生活、過去と現在』(以下、『東方
の生活』と略記、1848) は、マーティノウが
1846 年 10 月から半年余りかけて訪れたエジ
プトと聖地パレスチナについての旅行記で
あり、出版と同時に大きな反響を呼んだ。訪
れた土地の風景と人々の様子を活写するに
とどまらず、社会学的な分析や歴史的考察を
加え、さらに宗教の根本的な問題にまで踏み
込んだからである。当時のイギリスは 19 世



 

 

紀初頭から輪郭を現わし始めた、いわゆる第
二次帝国がインドとの関係を中心に「東」を
射程に入れ、更なる勢力拡大を図っていた。
人々のまなざしは強く「外部」へと向かい、
自然風景への憧れや異世界への関心が旅の
大衆化と旅行記の人気につながった。大英博
物館のコレクションや見世物の館、エジプシ
ャン・ホールでの展示によって、エジプトへ
の関心が広く社会に浸透しつつあった時期
でもある。また、科学上の発見や歴史主義的
聖書批評が聖書の権威を揺るがし、宗教論争
が盛んに行われていた。このような状況の中
で、もとはユニテリアン派であったマーティ
ノウが古代エジプトの宗教をユダヤ教とキ
リスト教、そしてイスラム教の源流として分
析、提示したのであるから、『東方の生活』
が賛否両論を引き起こしたことは想像に難
くない。 
 当時の複数の有力雑誌に掲載された『東方
の生活』の書評はいずれもマーティノウの描
写力を高く評価しながらも、旅行記というジ
ャンルを逸脱したことを批判している。ピク
チャレスクの伝統にそった旅行記という、女
性に許された範疇を越えて歴史や神学とい
う「男性の領域」に侵入したことをあからさ
まに非難するのである。 

マーティノウはイギリスにおいては広く
大衆の支持を得て、国会議員が意見を求める
ほどのジャーナリスト、作家として政治的影
響力も持ちながら、女性であるゆえの制限を
加えられ、国外に出ればイギリス帝国の支配
国の一員という強者であると同時に、やはり
女性であるがゆえに侮蔑のまなざしや嫌が
らせを受けた。特権的な存在であると同時に
抑圧される「他者」であること、このような
ありようは『東方の生活』において、彼女の
対象との距離のとりかたを不安定なものと
している。人々との距離を取り除こうとする
気持ちと距離をおく態度とが絶えず共存し、
そのバランスが状況によって変化するので
ある。そして、彼女の帝国意識も心的距離を
不安定にする重要な要素であり、個人として
のアイデンティティーの形成とも深く関わ
っている。 
 エジプト体験はマーティノウの先入観を
ことごとく打ち壊し、彼女の帝国意識を動揺
させただけでなく、美的感性の変革ももたら
した。また、彼女はハーレムを訪問すること
により、女性に関わる問題と奴隷制度につい
ての洞察を深めた。 
 さらに、旅を続けるほどに彼女の心を占め
ていったのは宗教の問題であった。マーティ
ノウは、批判するよりも理解と共感を深めよ
うとする姿勢でエジプトの古代宗教、ユダヤ
教、キリスト教、イスラム教を比較し、進化
論的視点から宗教の系譜を捉えなおしたの
である。宗教の問題に関しては、エジプトの

古代宗教を宗教の源流として高く評価した
ことと、歴史主義的聖書批評の立場をとるこ
とで聖書の権威を否定したことが特に厳し
い批判を招くことになった。後の『自伝』
（1877）で示しているように、彼女は『東方
の生活』の執筆時にすでに、文明世界の神学
はいずれも根拠のないものという確信を得
て、神学を離れつつあったのだ。しかし、『東
方の生活』において際立つのは、異なる宗教
や他者に対する寛容性であり、それは人間の
能力への絶対的な信頼と前向きな思考に支
えられている。 
（詳細は拙論「源流への旅――『東方の生活、
過去と現在』」を参照されたい。） 
 
 『自伝』は、マーティノウが 1843 年から
書き始め、死を覚悟した 1855 年に完成させ
たもので、彼女の死後 1877 年に出版された。
自分について語ると同時に、交流や関りのあ
った友人や文学者、政治家を評価し、時にプ
ライバシーの侵害と思えるほどの内情の暴
露や批判も行っている。マーティノウ自身が
読者にとらせようとした見方を示した著作
であるということを忘れてはならないが、出
版界、文学界、政界の内幕を垣間見させる点
で非常に興味深い。また、マーティノウにと
って政治と宗教がいかに重要な問題であっ
たかを物語る著作であり、他の著作と合わせ
て読むと、彼女についての理解を深めること
ができる。 
 さらに、一見対照的なエリオットと共通す
る経験や葛藤、考え方を持っていることが明
らかになった。 
 
 『デイリー・ニューズ』に掲載されたマー
ティノウの論説には、彼女の楽観的な帝国意
識とその変化をたどることができる。 
 
③ マーティノウとエリオットの著作をイラ
イザ・フェイの『インドからの手紙』(1821）
と比較して、いかにマーティノウとエリオッ
トが先見の明と他文化に対する寛容性を有
していたかがわかった。 
 
 
(2) 成果の国内外における位置づけ 

19 世紀には大きな影響力をもちながら、死
後は歴史や文学史において重要な位置を与
えられず、「歴史から消されたジャーナリス
ト」と言われるマーティノウに光をあてると
ともに、エリオットの新たな側面を明らかに
することで、これまでのマーティノウおよび
エリオット研究を発展させることができた。 
 なぜなら、マーティノウについては、1980
年代から再評価が徐々に進められていると
はいえ、彼女の著書や論考はまだ入手が困難
な状態にあり、2004 年にようやくデボラ・



 

 

ローガン編『ハリエット・マーティノウのイ
ギリス帝国に関する著作』が出版されて、彼
女の帝国主義を本格的に研究できる段階に
なったところだからである。日本国内におい
てはマーティノウについての本格的な研究
書は皆無といってよい状態である。 
 
 
(3) 今後の展望 
① マーティノウの『アメリカの社会』と『デ
イリー・ニューズ』の論説に見られる帝国意
識の変化をたどり、マーティノウ研究を体系
的なものとして発展させたい。 
 
② 実際に植民地に住んだ女性たち、および
帝国を旅した女性たちの帝国意識について
の研究を深めることで、19 世紀の女性たちの
ネットワークと、その中でマーティノウとエ
リオットが文化形成に果たした役割をより
明確にしていく予定である。 
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